
№１

決算事業費 交付額

（千円） （千円）

 大津市 環境政策課 環境保全市民運動推進 1,084 　

　  

水質監視調査事業 2,383

　 　

　

　 ヨシ景観水質保全事業 1,889

　 　

　

環境情報システム整備事業 594

　

　

環境教育拡充事業 582

 

研究調査 300

　 6,832 6,753

 彦根市 農林水産課 神上沼地区農村地域水質保全対策事業 　 　

25,432 4,506

事業実施内容・実施成果等

地元自治会等を中心に構成される４３の河川愛護団体に対し
て、河川やその周辺の美化清掃時に必要となる用具類を支援

湖中水草の刈り取り及び打ち上がった水草の収集並びに回収
した水草の処理を実施。搬入量 50,940ｋｇ　また、一級河川にお
ける油流出事故時の対応のため、オイルフェンスを購入

ヨシ保全活動を支援するとともに、ヨシ刈りを委託と市民参加に
より実施。刈り取ったヨシは束にして地域住民参加によるヨシた
いまつ一斉点火として７地区で実施

市域の自然環境の状況について、総合的に解析できること及び
情報の共有化を目的に、大津市イントラネットＷebＧＩＳへの植
生図データの実装（掲載）

農業用用排水路から琵琶湖に排出される水質の浄化と環境保
全を図るための沼地において、水草の駆除を人力で試みている
が、根本的な対策として、機械駆除を実施。駆除面積２万㎡、
駆除量３１９トン

琵琶湖を中心とする環境保全活動を担う「環境人」を育成する
ために、その活動情報を携帯電話から閲覧が可能な環境人ＨＰ
の携帯サイトを新設

琵琶湖の環境保全に対する子どもの意識変化を調査分析し、
琵琶湖環境教育が新たなモデルとして有効であるかどうかを検
証

平成２１年度琵琶湖総合保全協働事業交付金事業実績報告書

市町 担当課 事　　業　　名

環境教育事業を評価するのにあたり、評価手法の確立が必要
なことから、市と大学が連携をして調査し、調査結果報告をまと
め調査手法の検討構築のための報告書を作成



№２

決算事業費 交付額

（千円） （千円）

 長浜市 道路河川課 相撲川雨水幹線浚渫事業 4,095 　

琵琶湖に直接流入する河口部の土砂やヘドロ、藻の撤去により
水質保全等の環境保全に成果を上げた。

環境保全課 美化推進対策事業 3,730

7,825 4,358

 近江八幡市 環境課 琵琶湖環境保全推進事業 　 　

（ヨシ群落保全） 770

（八幡川水草除去） 504

（河川水質調査） 586

（ビーチクリーナー清掃） 630

（太陽光発電システム設置） 2,067

　 4,557 4,556

 草津市 農林水産課 幹線排水路浚渫事業 　 　

  

3,423 2,835

渇水時の琵琶湖の水質悪化と河川からの悪臭防止を図るた
め、琵琶湖に流入する河川・河口部の浚渫を実施

幹線排水路に堆積した土砂を取り除くことで、円滑な水流を確
保して濁水を琵琶湖に流さないことができた。

一級河川八幡川の水草を除去し、水環境の保全を図ることがで
きた。

Ｈ21.10～Ｈ22.3に市内７河川を対象に水質調査を実施し、公共
用水域の保全を図るためのデータ収集ができた。

琵琶湖の浜辺の清掃を年3回実施し、琵琶湖保全を図ることが
できた。　8,400㎡

22世帯、合計80.02ｋｗのシステム設置を図ることができ、琵琶
湖の水温上昇や生態系への悪影響を防ぎ、琵琶湖の総合保全
を図ることに寄与できた。

市町 担当課 事　　業　　名 事業実施内容・実施成果等

琵琶湖岸及び美化推進地域の河川、道路の清掃活動の推進、
散在性ごみ、不法投棄ごみの回収また自治会や事業所・団体と
環境美化に係る協定を終結し、自主的な環境保全活動の継続
を図った。

約22haの広大なヨシ原の清掃、刈り取り、ヨシ地焼きを実施し、
良好なヨシ原の保全を図ることができた。



№３

決算事業費 交付額

（千円） （千円）

 守山市 道路河川課 水草除去事業 　 　

2,023 1,956

 野洲市 環境課 美化推進対策事業 935 　

ビーチクリーナーによる湖岸清掃事業 780

商工観光課 あやめ浜公園維持管理事業 298

　 2,013 1,694

 高島市 財政課 カワウ被害防止対策事業 1,597  

水草除去事業 3,306

琵琶湖岸清掃事業 5,684

産卵繁殖場保全事業 428

　 11,015 8,060

 東近江市 生活環境課 湖辺環境保全事業 　 　

1,104 1,104

琵琶湖固有種であるニゴロブナ等が産卵繁殖の場としているヨ
シ帯廃棄物回収を実施することにより、琵琶湖における水源資
源の保全を図った。

琵琶湖流入河川（大川）の水草の一部を除去することにより、琵
琶湖周辺の景観を改善した。

市町 担当課 事　　業　　名 事業実施内容・実施成果等

湖上からのゴミ回収（２回）、ヨシ保全のヨシ刈り（1/23）及びヨシ
焼き（2/24）を実施。ヨシは2年となり徐々に立派なヨシに育って
きた。

湖岸に漂着した水草を迅速に処理することにより、琵琶湖の環
境保全を図った。

湖岸美化推進地域内に散在した燃えるごみ、空きビン、空き缶
等の散在性ごみの回収を実施

湖岸沿いの公園の除草、燃えるごみ、空きビン、空き缶等の散
在性ごみの回収を実施

湖岸・河川の清掃・除草作業を実施することにより、琵琶湖の環
境保全を図った。

砂浜部分をビーチクリーナーにより、散在性ごみ、漂着ごみ等
の回収を実施

カワウの銃器駆除や防鳥糸・花火による追い払いを実施し、漁
業被害の軽減を図り、琵琶湖の環境保全を推進した。



№４

決算事業費 交付額

（千円） （千円）

 米原市 財政課 水質浄化対策事業 1,578  

環境学習・実践事業 1,117

水産業振興支援事業 磯漁港や天野川で廃棄物回収などの清掃を実施 100

　 2,795 1,961

 湖北町 総務課 バイオマス利活用計画策定業務 1,575  

　

カワウ被害防除対策事業 411

河川愛護活動事業 1,000

さざなみ一里塚事業の施設管理事業 300

農業集落排水高度処理維持管理事業 11,540

　 14,826 1,597

水質悪化が懸念されている承水溝の水質改善のため、排水
ゲートの補修や水質検査を実施。補修により水の滞留が解消さ
れたほか、水質試験により水質の現状把握ができた。

6/1～9/30までの期間の4日間に98羽を銃器により駆除し、併
せて脅し花火30本で飛来防止を行った。

市内の河川や土壌、地下水の検査を実施し、環境悪化を未然
に防止した。

市内の６小中学校で環境に関する学習会を実施し、環境美化
の関心を高めた。

ホタルの餌となるカワニナの育成を行う市民団体への支援を実
施し、ホタルが住み続けられる環境を維持できた。

河川清掃（除草・竹林伐採、不法投棄物の回収）を行い、河川
の機能を維持し美化に努めた。

施設及び敷地内のゴミ清掃や草刈り、植栽の葉刈り等の環境
美化を行い利用者が安全・快適に利用でき自然に親しめた。

美しい琵琶湖の水質を保つため、町内13地区の農業集落排水
施設で高度な水質処理ができ、富栄養化の防止に役立った。

市町 担当課 事　　業　　名 事業実施内容・実施成果等

地球環境に配慮した循環型社会バイオマスタウンの具現化に
向け、庁内検討会や実施主体、バイオマスの利用方法、推進
体制等を規定した溝想を策定し、地域の環境保全に対する取る
組みの促進や意識啓発をもたらした。



№５

決算事業費 交付額

（千円） （千円）

 高月町 総務課 集落活動事業 　 　

1,850 1,850

 木之本町 総務課 琵琶湖岸景観維持事業 　 　

1,354 1,215

 西浅井町 総務企画課  湖岸清掃事業 　 　

　 　

2,555 2,555

　 45,000

ふるさと滋賀の自然とのふれあいを求めて来町される人々が、
安心して気持ちよく活動することができるよう、地域内に所在す
る湖岸緑地等の適切な維持・保全管理を行うことにより施設が
整備され、豊かな自然に親しみあう場が増えた。

琵琶湖岸・琵琶湖周囲道路の不法投棄の定期監視を月１～2回
で都合15回行い、内6回は不法投棄物の処理をし、環境美化保
持ができた。

26自治会が実施した琵琶湖環境保全事業（湖周辺の粗大ゴミ
処分費や草刈り経費、ゴミ拾い等）に対し、その自治会の規模
に応じ事業助成を行った。

市町 担当課 事　　業　　名 事業実施内容・実施成果等


